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へ一ゲルの工一テル説

稲　生　　　勝

　はじめに

へ一ゲルの自然哲学的側面の研究は，へ一ゲル研究の中でもっとも遅れている

側面であるといえよう。それは，へ一ゲルの自然哲学自体が神秘的で，空想的

であIるとされ，また19世紀以降の自然科学のめざましい発達によりほとんど研

究に値しないがごとく見られてきたことによると言えるだろう。へ一ゲルの思

想形成史的研究においてすら，宗教的アスペクトや社会思想的アスペクトから

のみ研究され，自然哲学的側面は看過されてきたのである。

　しかし，現在，へ一ゲル研究は大きく進展し，特に，公刊されていなかった

初期草稿が公刊され，着きへ一ゲルがへ一ゲル批判を行った者の論点を先取り

している節も見られ，へ一ゲルの全体像の見直しをせまっているという状況に

あると言えよう。とすれば，へ一ゲルの中の生けるものと死せるものを峻別し，

生けるものだけを取り出すというだけの研究態度は既に許されないのではなか

ろうか。へ一ゲル哲学の中の積極的側面，肯定的側面を継承するという作業の

前提として，へ一ゲルをへ一ゲルの時代に返し，自然哲学を含めたへ一ゲルの

全体像を描くことが要求されているのではないだろうか。

　さらに言えば，へ一ゲルの自然哲学は，へ一ゲルの全体像を描くのに不可欠

であるだけでなく，へ一ゲルが同時代の自然科学と格闘し，自らの思想を築い

たものであるがゆえに，今日の科学や技術，あるいは自然を巡る諸問題を考え

る上での示唆を豊富に含んでいるとも言えよう。今日，われわれが直面してい

る自然環境や科学技術について考える際，へ一ゲルの自然哲学は，数多くの有

益な助言を与えてくれると思われる。

　ここでは，へ一ゲルの思想形成に自然科学が与えた衝撃を探る手始めとして，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
まず，イェーナ期の自然哲学における工一テル（Xther）概念を検討してみたい。
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というのは，へ一ゲルは，その思想を確立していったイェーナ期に自然科学に
　　　　　　　　（2）
強い関心を示しており，へ一ゲル自然哲学の研究には，イェーナ期の草稿の検

討が不可欠であるとともに，イェーナ期の草稿における根本概念である工一テ

ル概念がへ一ゲルの思想形成史においてたどる数奇な運命のゆえである。この

工一テル概念のたどる道の解明はへ一ゲルの思想形成史の一面を照射するので

はないかと思われる。

　この工一テルについて，へ一ゲルはr精神現象学」の「序文」で次のように

述べている。

　「絶対的他在における自己認識，このような工一テルそのものは，学問の根
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
拠であり，地盤である。すなわち，知一般である。．」

　さらに，

　r学は，自己意識が学とともに，学において生きることができるために，ま

た生きるために，自らをこの工一テルのうちへと高めることを学の側から自己
　　　　　（4）
意識に要求する。」

とも述べてい乱絶対的他在において自己を認識するというこの工一テルは，

明らかに絶対知の立場に立っているといえよ㌔とすれば，この工一テルは，

自然哲学の範囲内だけの概念でなく，へ一ゲル哲学全体を貫く根本概念であ

ろう。

　しかし，『精神現象学』ですら上述の引用箇所以外では，「絶対知」に出てく

るだけである。なぜこのように根本的であって，一重要な概念であった工一テル

が使われなくなるのだろうか。この問題の解明を通じてイェーナ時代のへ一ゲ

ルの思想的格闘の一面を照射することができるであろ㌦

　小論では，しかし，その予備作業としてへ一・ゲルによる工一テルの概念の獲

得とユ804－5年の自然哲学の草稿を中心に工一テル概念の展開を検討すること

にとどめる。

　1　イェーナ期の自然哲学

　ユ803年，シェリングがイェーナを去った後，へ一ゲルは独自の思索を展開し，

次第にへ一ゲル哲学体系に必要なカテゴリーを獲得してい㍍われわれは，こ

の時期の自然哲学を中心にその姿の一端を描き出すことを試みようとしている

わけだが，その前にまず草稿の構成を検討しておこう。
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　現在，イェーナ期の自然哲学の草稿は，アカデミー版全集第6巻，第7巻，
　（5）
第8巻においてみることができる。これらの草稿は，キンメレルの筆跡鑑定に
　（6）
よって年代が確定されたもので，例えば，第6巻の草稿などはローゼンクラン

ツによってフランクフルト時代のものとされていたのだが，キンメルレの筆跡

鑑定はローゼンクランツ以来の見解を否定して，1803－4年のものと確定しれ

　ここでは，まず1803－4年のものとされる草稿から検討していこう。その構

成は次のようなものである。

　〔1803－4年の自然哲学〕

　I．（欠落していると思われる。）

　I．地上の体系への移行

　皿．1，力学

　　　2，化学

　　　3，物理学

　　　4，有機体学

　この草稿の初めの部分には，欠落があると思われる。それは，残存している

草稿の初めの部分が，「地上の体系への移行」という見出しとなっていること

からもわかる。1804－5年の草稿がr太陽系（System　d・r　So㎜e）」から始ま

り，その次にr地上の体系（Irdisches　System）」となっていることからも，r地

上の体系への移行」の直前にはr太陽系」があったのだろうことは容易に推察

しうる。

　　　　　　　　　　　（8）
　キンメルレの調査によれば，イェーナ大学の「講義告示」に載せられたへ一

ゲルの講義題目は，1801－2年の冬学期にr論理学および形而上学（1ogica　et

me七aphy昌ica）」，r哲学入門（introductio　in　phi1osophiam）」，翌年の夏学期

には「自然法（jus　naturae）」が「哲学入門」に取って代わり，1803年の夏学

期には「総合哲学概説（phi1osophiae　universae　dehneato）」とr自然法」と

「（a）論理学および形而上学，すなわち先験的観念論と（b）自然哲学と（c）

精神哲学とを含む思弁哲学の体系（phi1osophiae　specu1ativae　systema，com－

p1ectens　a）1ogioamθt　metaphysicam　sive　ideahsmus　transscen七a1em　b）phi－

1osophiam　naturae　et　c）mentis）」となってい乱このことから，1803年の秋

には，r論理学・形而上学」，r自然哲学」，r精神哲学」の三部門で構成される

哲学の構想ができ上がっていたことがわかる。また，残されている草稿と講義
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題目表にはかなり強い関連性があることから，ユ803－4年の自然哲学の草稿の

前にはr論理学・形而上学」の草稿があったと思われる。ちなみに，自然哲学

の後には「精神哲学」がある。

　　つまり，1803－4の草稿の欠落部分は，r論理学・形而上学」と自然哲学の

冒頭部で，後者はr太陽系」であったと思われる。

　では，欠落しているr太陽系」ではどのようなことが論じられていたのだろ

うか。1804－5年の草稿では，「太陽系」で工一テルが論じられている。1803－

4年のr太陽系」も工一テルが論じられていたのだろうことは，自然哲学に続

くr精神哲学」の目頭部分を見てもわかる。

　r精神においては，絶対的な単一の工一テルが，大地の無限性を通じて，自

分自身へと戻っていくのである。一般に，大地においては，工一テルの絶対的

単一性と無限性とのこのような一致が存在する。しかし，普遍的な流動性へと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
拡散して，それが拡散したところにおいては，自分を個別者として固定する。」

　さらに，自然哲学の最後の部分で，

　r絶対的な内的な生成は，自己外存在としての絶対にして単一な物質，工一

テルの自己内存在である。（中略）この単一性は，単に自然の本質がそうであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（io）
るものとして，自然は精神の中に存在する。」

と結んでいる。これらの箇所からわかるように，自然界を漂泊していた工一テ

ルが「絶対的な内的な生成」を被ることにおいて，自然哲学が精神哲学へと移っ

ていくのである。そのためには，工一テルが，能産的自然である質料，精神と

同一である物質として自然哲学の端初でなければなるまい。1803－4年の自然

哲学の冒頭部分，「太陽系」では工一テルが論じられていたと思われる。

　次に，1804－5年のものとされる草稿を検討することにしよう。その自然哲

学の構成は次のようになっている。

　〔ユ804－5年の自然哲学〕

　I．太陽系

　皿．地上の体系

　　1，力学

　　2，物質の過程

　　3，物理学

　この草稿の年代確定についても，キンメルレ以前は1801年秋から1802年秋の
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間とされるといった問題があった。これは，この草稿を初めて出版した工一レ
　　　　　　　（11）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　（ω
ンベルクによるもので，ラッソンやローゼンツヴアイクもこれを承認した。し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）
かし，綿密な筆跡鑑定によるキンメルレの調査の結果，この草稿は1804年夏か

ら1805年にかけてのものであることが確定された。

　さて，この草稿には，1803－4年の草稿の最後の部分にあったr有機体学」

がない。また，r精神哲学」もない。しかし，へ一ゲルが継続する意図をもっ

ていたことは，この草稿の最後の部分を見ると明らかであ乱

　r同様にその観念的な諸契機を内容としてまたは諸実体として持ち，そのよ

うな諸契機を同時に自己止揚するものとして持ちぽさらに観念性およびそれら

の存立，自己同一な実体，あるいは運動を完全に実体的にもつ，そういったこ
　　　　・　…　　　　．　・　　　（13）

の過程が有機的なものである。」

　この後にr有機的なもの」について論ずるつもりであったのであろう。

　この中断について，工一レンベルクはへ一ゲルの思索がまだ完成していなかっ

たことによると主張したが，ラッソンは講義用ノートをそこまで作る必要がな

かったからだとす乱1803－4年で既に「有機体学」を論じていることを前提

すれば，少くとも，へ一ゲルの思索が未完成であったとは考えにくい。

　1803－4年では欠落．していたr論理学・形而上学」から自然哲学への移行お

よび「太陽系」はどのようなものであろうか。ここでは「絶対精神」が「他者

のうちに自分自身を直観する」精神，r自分自身に自己を関係させる精神」と

規定され，この絶対精神から工一テル＝絶対物質（die　abso1ute　Materie）が

導き出されるのである。このことは「論理学・形而上学」の最後の部分を見る

と明らかである。

　r精神の理念すなわち精神そのものが他者のうちに自己を直観することは，

直接，絶対精神として自分自身に自己を関係させる精神である。あるいは，無

限性としての絶対精神であり，また，その自己認識に対して他者自身が自己と

なること，すなわち他者の同一性である。単一の絶対的な自分自身に自己を関

係させる精神が工一テルすなわち絶対物質（die　abso1ute　Materie）であるの
　　　　　（14）
が，自然である。」

　つまり，精神と同一である物質，絶対物質は工一テルと呼ばれ，いわば，自

然の中に精神を閉じ込めたようにして自然へとなるのである。

　そして，1804－5年の自然哲学の最初の部分には次のように述べられている。
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　r自然は，自分自身に自己を関係させる精神である。（中略）自然は拘束され

ない自己同一性としてでなく，拘束された精神として受け取られるべきであ孔

この現実存在は，無限性であり，また，自分自身に反省する中でその拘束から

解放され，自己をこの他者の中に絶対精神として見出す精神へのそれの移行と
（15）

なる。」

　以上からわかるように，論理学・形而上学から自然哲学への移行を形作るも

のは，絶対精神であり，自然哲学は絶対精神の概念から導き出された工一テル

から始まるのである。言い換えれば，論理学・形而上学から自然哲学への移行

において生じた概念が工一テルである。だから，「太陽系」においては，工一

テルが主題的に論じられるのである。

　最後に，r精神現象学』直前の1805－6年のものとされる草稿を見てみよう。

この草稿にも欠落が存在しているは明らかである。というのは，自然哲学の草

稿の最後の部分が文の途中で切れているからである。ただし，その後のr精神

哲学」の草稿は残っている。欠落している部分は「有機体」の最後の部分から

であり，そこには，自然哲学から精神哲学への移行に関する叙述があったと思

われる。

　1805－6年の自然哲学の構成については，ホフマイスターとヘリングとアカ

デミー版編集者であるトレーデおよびホルストマンとの間で見解が一致してい

ない。

　ホフマイスターによれば，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16）
　〔ホフマイスターによる1805－6年の自然哲学の構成〕

　I．力学

　皿．形態化と化学

　　A，形態化

　　B，プロセス

　　C，総体的プロセス

　㎜．物理学

　　1，物理的物体の力学

　　2，物理的物体の化学

　1V．有機体

とされるのだが，ヘリングはこれを批判する。ヘリングは「総体的プロセス」
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について，

　rこのプロセスがようやく地上の物理学的プロセスにおいて本来の実在性を
　　（17）
もちうる。」

と述べ，次のような構成を主張する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）
　〔ヘリングによるユ805－6年の自然哲学の構成〕

　I．力学

　皿．形態化と化学

　　1，形態化

　　2，化学

　㎜．総体的プロセス

　　1，物理的物体の力学

　　2，物理的物体の化学

　　3，有機体

このヘリングを受ける形で，アカデミー版の目次は次のような構成を示してい

る。

　〔アカデミー版編集者による1805－6年の巨然哲学の構成〕

　I．力学

　n．形態化と化学

　　A，形態化

　　B，化学

　　C，総体的プロセス

　皿．有機体

しかし，必ずしもヘリングに従ってはいない。

　r総体的プロセス」で実在に達するというヘリングの見解は，天体などの地

上でない自然と地上における力学，化学，有機体とを分離したもので，ユ804－

5年の自然哲学がr太陽系」とr地上の体系」とを区別して論じているこ一とと

対応している。確かに，1805－6年の自然哲学の冒頭部，r力学」の最初は，

王804－5年の「太陽系」で主題的に論じられていた工一テルが論じられている。

　rその概念へ戻っていく定在としての理念は，絶対物質，工一テルと呼ばれ
　　　　　　（19）
ることができる。」

　しかし，1805－6年の「力学」をそのまま1804－5年の「太陽系」に対応させ
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ることはできない。なぜならば，ユ804－5年と1805－6年の自然哲学にはいくつ

かの重要な相違点があるからである。

　第一に，1804－5年の自然哲学では，「太陽系」において時間，空間の順に論

じられているのに対し，1805－6年の「力学」では，順序が逆転し，空間，時

間の順で論じられていることである。これは，『エンチクロペディー』の自然

哲学でも同様である。第二に，工一テルの使用例が，1804－5年の草稿と比較

すると，1805－6年の草稿ではずっと少ないことである。第三に，1805－6年の

自然哲学では，経験科学による実験などの資料への言及が大幅に増加してい

ることである。第四に，いくつかの新しいカテゴリー，例えば，「合目的性

（Zweckm憂Bigkeit）」などを用いていることである。

　これらの相違点は，体系構成そのものが変化しているのだといいうるほど大

きなものではないだろうか。確かに，ヘリングが言うように，r総体的プロセ

ス」においてr地球への移行」などが言われるなど，r総体的プ『セス」で地

上の自然哲学が論じられており，ヘリングの見解は基本的には正しいと言えよ

う。しかし，1805－6年のr力学」をユ804－5年の「太陽系」に単純に対応させ

たりすると，へ一ゲルの思想の発展を見逃す危険があることには注意しておか

ねばなるまい。

　2　1804－5年の工一テル

　1803－4年，ユ804－5年，1805－6年の自然哲学は，工一テル概念をもって始

められている。この工一テルという概念は，アリストテレスによって，地上界

が地・水・火・風の四元素で成り立っているのに対し，天上界を満たす元素，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（20）
アイテール（柚砺ρ）として用いられたもので，近代に到ると，自然科学に

おいて，光の波動説を主張する際，光の媒体として用いられるようになった。

ヘリングによれば，へ一ゲルが工一テルという言葉を用いるようになったのは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（21）
ヘルダーリンとシェリングの影響だとされる。また，反原子論の立場から用い
　　　　　　　　　　（22）
られたことも考えられよう。

　工一テルは，イェーナ期の自然哲学では絶対物質（die　abso1ute　Materie）

　　　　　　　　　　　　〔23）
と同一の意味で用いられている。王80／年の段階では，へ一ゲルは一方で絶対的

同一性論の立場から精神と物質の統一をめざしつつ，もう一方でそのとき無限

者と有限者との統一的把握をも企てていた（『差異」論文）。しかし，1801年段
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階では質料はrスピノザ主義の原理」とされており（r就職テーゼ』），能産的

自然のごとく捉えられていて，有限者と無限者を統一的に把握するという課題

はユ803－4年以後にもちこされていたのだらた。

　では，ユ803－4年以後では，精神と物質はどのようにかかわりあうのだろう

かρそれを絶対精神である工一テルの概念を検討しつつみていこう。

　われわれとしてはぽ1803－4年の自然哲学から順次見でいきたいか，1803－4

年の自然哲学には工一テル論が展開されていたと思われる部分（r太陽系」？）

が欠落している。そこでユ804－5年の自然哲学における工一テル概念の規定と

その展開からみていくことにしよう。

　既に簡単に触れたが・論理学・形而上学卒ら自然哲学への移行において生ず

る概念が工一テルである。だから，まずへ一ゲルの自然の規定をみてみよう。

　r自然の精神は隠れた精神であり，それは精神の形態においては現われない。

それは，認識する精神にとってのみ精神である。すなわち，即自的に精神なの

であって，対自的に精神なのではない。だからこそ，それは同一性においての

み自分自身に関係するのであって，他者の存在として，自分自身を止揚した存

在として自分自身に関係するのではない。だからこそ，それは，他者としての
　　　（24）
精神である。」

つまり，自然は精神であるが，自分で自分が精神であると自覚しているのでは

なく，即自的に精神であるに過ぎない。しかし，自然認識者の対象とはなる。

だから，自然はr他者としての精神」なのである。

r太陽系」の最初でも次のように述べられている。

　r絶対精神は，自分を絶対精神として，自分で認識しなければならない。精

神は，精神が生ける神として存在していることを認識しなければならず，自分

が絶対精神として，ある他者にならなければならず，この他者の中に自分を見

出さなければならない。すなわち，精神は自分を自分自身の他者としつつ，同

時に，絶対的に自己同一であるときのみ，生ける神である。他者としての絶対

精神である自然は，その実在性と，その中で理念が自己を循環する諸契機を無
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔25）
差別の形態において，つまり，存立の無関与において，展開する絶対精神である。」

他者において自己を認識するr絶対精神」がr生ける神」であるとすれば，他

者としての「絶対精神」が自然である。ここでは，自然における理念の自己循

環がいわれていることに注意をしておきたい。
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　r絶対精神」としての自然とは，あるいは自己を認識するr絶対精神」と対

立する「絶対精神」とは何だろうか。

　r…この純粋な不動の辞として，運動からというより，運動の中で自分に戻

るものであり，すべての事物の絶対的な根拠であり，本質である。それが工一

テル，絶対物質であり，それは絶対的に弾性的なもの，あらゆる形相を拒絶す

るものであり，同様にそれゆえ，絶対的に柔軟であり，あらゆる形相を自己に

与え，表現するものである。工一テルは，自分の絶対的自己同一性の側面とし

て絶対精神である。すなわち，それは，その意味で純粋な自分自身への関係と

しての精神であり，そして，それゆえに自己同一性の規定性として自分自身を

認識する精神に対立するのである。工一テルは，生ける神ではない。なぜなら，

工一テルは，単に神の理念であるだけであり，生ける神は，自分自身を認識す

るその理念から，そして他者の中において，自分自身として，その自分自身を

認識する。しかし，工一テルは，自分自身に自分を関係させる絶対精神であり，
　　　　　　　　　　　　　　　　　（26）
自分自身を絶対精神として認識していない。」

　自己を自己として認識したr絶対精神」に対立するものが工一テルである。

だから，工一テルは自己を自己として読識する「絶対精神」である「生ける神」

ではない。つまり，工一テルはr他者としての絶対精神」であり，自己をまだ

r絶対精神」と認識していないr絶対精神」である。

　認識していなくとも「絶対精神」であるというのは，一切の形相を取り除い

た質料ということであり，逆にどんな形相をも表現しうる質料ということであ

る。だから，あらゆる存在の根拠であり，本質なのである。つまり，絶対物質

である工一テルは，それ自体としては一切の形相を取り除いてあるのだが，潜

在的には万物でありうるのである。工ニナルとは，存在である。

　r工一テルが万物に浸透するのでなく，工一テル自体が万物なのである。（中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）
略）存在であると同時に無であるという絶対的不静で亭る。」

　1804－5年のへ一ゲルは，さらに続けて工一テルを規定していく。つまり，

工一テルは，存在であると同時に無であり，静であると同時に不静であり，同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）
であると同時に不同であるという概念である。

　また，工一テルが外に現われる（ersoheineド現象する）ことは，語ること

であると考えられている。

　r工一テルが自分自身で語ることが実在であわ，すなわち，工一テルが工一
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テルとして自分自身に無限に自己同一であることである。この自己同一性は無

限性の聞き取り（dasVemebmen）であり，それはこの自己同一性が声の受け
　　　　　　　　　　（29）
取りであるのと同様である。」

ここでは，「無限性」の概念が，工一テルからのr語ること」が「聞き取り」

となる相互に転換する自己還帰の運動と把握されている。この自己還帰の運動

の結果，有限者，個別者は，自己を止揚して，全体のモメントとなっていくの

である。

　以上みてきたように，工一テルは自己をr絶対精神」とは認識していない

r絶対精神」，r他者としての絶対精神」であり，いわば，無自覚のまま自分の

中に絶対精神を閉じ込めて自然となるのである。そして，『差異」論文や『就

職テーゼ」のr物質」やr質料」とは明らかに異なり，自己還帰的性格を持つ

ようになってきている。

　この工一テルの概念からあらゆるものが展開されるのだが，まずは運動を論

じている。

　r真に無限な自己を開示する工一テルとしての直接的な諸契機は，空間と時

間であ乱この無限性というもの自体は・運動であり・そして，総体として清
　　　　　　　　　　　　　（30）
領域あるいは諸運動の体系である。」

運動とは工一テルであり，その契機として時間と空間が位置づけられるのであ

る。

　rこの工一テルの諸契機である時間と空間そのものは絶対的に単純であり，

契機を固定するものとしてでなく，直接止揚されたものとして表現する無限で

ある。この実在的無限が運動である。絶対物質つまり工一テルは，それが自己

同一と無限なものの統一でない限り，空間の空虚な抽象である。すなわち，物
　　　　　　　　　　（31）
質とは本質的に運動である。」

物質とは運動を本質とするものだから，その根拠である工一テルは自己同一と

無限との統一である。そして，自己同一としての契機が空間であり，無限とし
　　　　　　　　（32）
ての契機が時間である。

　｛804－5年のへ一ゲルは，無限としての契機である時間から論じる。時間論

は点として開始され，現在，過去，未来が相互に転換するものとされる。点と

しての現在はただちに未来になるのだが，未来は非存在（Nichtsein）である。

そうである限り，未来は現在の否定である。現在と未来の統一は過去であり，
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過去は現在・未来とならぶ第三のものではない。なぜならば，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（33）
　「現実の時間は現在と過去に対してのみの過去である」

のだか㌦そして，過去として叙述される時間は空間であ孔

　空間は自己同一としての工一テルの契機であり，点という否定的なものが運

動することによって登場する。空間は時間なしに存在せず，空間と時間は永遠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（34）
に相互転換を繰り返す悪無限である。空間論はさらに線，面と展開されていく。

　では，なぜ工一テルは運動を生み出すのであろうか。それは，工一テルが絶

対的カを持っているからである。

　r絶対的工一テルは光の本性であり，この自分自身における絶対的に単純な

無限性を内的なものとして，絶対的な力として持っている。絶対的なカは対自

的にそれの現存としてとどまる。これは，絶対的な運動であり，絶対的な静で
　（35）

ある。」

　絶対的力である工一テルが光の本性と考えられているのだから，自ら光り輝

く星々のある世界、r太陽系」から自然哲学が展開されるのであろう。この絶

対的力が現象すると地上におけるあらゆる自然となるのである。

　以上のような工一テル概念は，しかし，既に述べたように次第に使われなく

なってい㍍この工一テル概念の消滅については稿を改めて論じたい。
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